
オンプレミスからAzureへのクラウドリフト
～インフラ設計のポイントについて～

【JAMP】 BOM分科会/自動テストインフラ分科会

2024年3月15日

ネットワークソリューショングループ／平尾 義隆

富士フイルムソフトウエア株式会社



FUJIFILM Holdings Corporation 2

イントロダクション

オンプレミスからAzureクラウドへお引越し
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なぜ、DBサーバーの応答が遅くなるのか。

御社のシステムも同じ悩み抱えていらっしゃいませんか？
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教科書的なアプローチでもイマイチな性能
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Azureに検証環境構築、いざ測定してみると・・・

‒あまり高速化を実感できない。

• VM（仮想マシン）サイズ（CPU、メモリ）に組み合わせが多数あり、

適切なVMがわからない。

•ストレージが４種類、IOPS等個別設定可能なため、

ストレージ選択・設定方法がわからない。

・解決のためにマイクロソフトの技術部隊へコンタクト

◆インフラエキスパートからはAzureクラウド基盤特性情報を得て、

適切なVM、ストレージの再定義

◆データベースエキスパートからは、データベース分割の考え方はAzureでも適用可能との見解得て、

ベストプラクティクスからはわかりにくい、ノウハウも入手し設定に反映。
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改善施策のポイント

SQLServer、Azureクラウドのシステム特性を踏まえる。
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結果は？
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まとめ
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戦訓
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• オンプレミスのサーバーをAzureにて性能を凌駕することはハードルが非常に高い。

• ブレークスルーポイント
AzureでDBサーバーのストレージ分散は 無意味かと思っていたが、効果あり。
ただし、DBとAzure マネージドディスクの特性を理解し、適切なVMとストレージの選択が必須。
Azure マネージドディスクの概要にある「ディスクの割り当てとパフォーマンス」参照。

• Aras Innovatorが自動生成するシステム管理テーブルに対するアクセス頻度も高いので
TOCとシステム管理テーブルを２分割で配置しても効果がある。

• MS Azureのベストプラクティクスはオンラインで公開されている。
→SQLServerのアーキテクチャを踏まえて考慮された内容なので素直に従った方が良い。
ただ、Azure仕様変更の頻度が早いので、キャッチアップは必要。

以上。




